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に
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討
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平
成
２４
年
度
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決
算
に
対
す
る
討
論

�

日
本
共
産
党

飯
塚
　
正
議
員

平
成
２４
年
度
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論

を
行
う
。

　

一
般
会
計
決
算
の
歳
入
で
は
、
個
人

市
民
税
の
収
入
済
額
が
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１
億
７
４
３
万
円（
５
％
）増
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
民
の
平
均
年
収
が

約
７０
万
円
も
減
少
し
て
い
る
も
と
で
は
、

な
お
さ
ら
重
税
感
は
拭
い
去
れ
な
い
。

税
収
が
伸
び
た
か
ら
と
い
っ
て
評
価
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

歳
出
面
で
は
、
総
務
費
に
お
い
て
憲

法
第
９
条
に
違
反
し
て
い
る
自
衛
隊
の

自
衛
官
募
集
事
務
事
業
を
執
行
し
て
い

る
こ
と
、
民
生
費
に
お
い
て
、
こ
ど
も

医
療
費
の
一
部
負
担（
５
０
０
円
）を
強

い
て
い
る
こ
と
、
商
工
費
に
お
い
て
、
企

業
立
地
促
進
事
業
費
補
助
金
４
７
２
２

万
円
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
、
不
用
額

が
３
億
４
６
９
６
万
円（
前
年
度
比
６２
・

５
％
増
）と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
土
木
費

に
お
い
て
、
生
活
道
路
整
備
に
遅
れ
が

あ
る
こ
と
、
教
育
費
に
お
い
て
、
小
・

中
学
校
施
設
整
備
に
遅
れ
が
あ
る
こ
と
、

不
用
額
が
４
億
３
６
７
７
万
円（
前
年
度

比
１０
％
増
）と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

特
別
会
計
決
算
で
は
、
国
民
健
康
保

険
会
計
と
介
護
保
険
会
計
で
、
条
例
の

改
正
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
市
民
は
払
い
た
く
て
も

払
い
き
れ
な
い
高
水
準
に
至
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
で
は
、
お
年

寄
り
を
差
別
す
る
よ
う
な
医
療
行
政
を

国
の
言
い
な
り
に
進
め
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
事
業

会
計
で
は
、
工
業
団
地
の
分
譲
率
が
約

６
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
及
び
水
道
事
業
会
計
で
は
、
共
通

し
て
使
用
料
金
へ
の
消
費
税
を
上
乗
せ

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
、
反
対

討
論
と
す
る
。

�

真
政
ク
ラ
ブ
・
公
明

�

も
お
か
未
来

�

夢
ネ
ッ
ト
２１

鶴
見
　
真
議
員（
真
政
ク
ラ
ブ
・
公
明
）

平
成
２４
年
度
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
、
３
会
派
を
代
表
し
て
賛

成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
井
田
市
長
が
行
政

運
営
の
最
高
責
任
者
と
な
っ
て
１
期
目

の
最
終
年
度
に
当
た
る
が
、
引
き
続
き
、

「
だ
れ
も
が〝
ほ
っ
と
〟で
き
る
ま
ち
真

岡
」そ
し
て「
日
本
一
安
心
な
ま
ち
」を

目
指
し
、
第
１０
次
市
勢
発
展
長
期
計
画

に
掲
げ
た
事
業
の
推
進
と
、
選
挙
公
約

に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
現
し
て
き

て
い
る
こ
と
、
更
に
は
、
議
会
で
の
一

般
質
問
、
会
派
の
建
議
要
望
、
市
長
と

の
話
合
い
事
業
等
に
お
け
る
市
民
の
要

望
な
ど
に
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
実
行

に
移
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
評
価
す
る
。

　

ま
た
昨
年
５
月
６
日
に
発
生
し
た
竜

巻
被
害
の
際
に
は
、
迅
速
な
対
応
で
被

災
状
況
の
把
握
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
市
独
自
の「
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
制
度
」を
創
設
す
る
な
ど
、
被
災
者
の

救
済
と
公
共
施
設
の
復
旧
等
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
。

　

平
成
２４
年
度
の
決
算
状
況
を
県
内
１４

市
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
、
市
民

一
人
当
た
り
の
歳
入
額
が
、
４１
万
５

４
９
７
円
で
あ
り
、
４
番
目
と
な
っ
て

い
る
。
歳
入
の
う
ち
、
市
財
政
の
根
幹

で
あ
る
市
税
は
、
市
民
一
人
当
た
り

１５
万
１
５
７
８
円
で
あ
り
、
６
番
目
と

な
っ
て
い
る
。
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
た
め
に
は
、
自
主
財
源
の
主
体
と

な
る
市
税
収
入
の
増
加
に
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
一
部
に
回
復
の
兆
し
は

見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
現
状
の
経
済

情
勢
か
ら
推
測
す
る
と
大
幅
な
増
加
は

見
込
め
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

市
税
を
は
じ
め
、
使
用
料
や
手
数
料
等

の
一
層
の
収
納
対
策
の
充
実
を
望
む
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
市
民
一
人
当
た

り
の
歳
出
額
が
、
３８
万
４
８
７
８
円
で

あ
り
、
４
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公
債
費
の
義
務

的
経
費
の
市
民
一
人
当
た
り
の
額
は
、

１４
万
２
２
８
４
円
で
、
１４
市
中
最
も
低
く
、

人
件
費
や
公
債
費
の
抑
制
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歳
入
・
歳
出
の
状
況
を

踏
ま
え
、
主
な
財
政
指
標
で
あ
る
が
、

財
政
力
指
数
は
０
・
８
２
６
で
、
昨
年
度

よ
り
数
値
は
上
昇
し
、
１４
市
中
３
番
目

に
財
政
力
の
高
い
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
８５
・
２
％
で
、

昨
年
度
よ
り
若
干
上
昇
し
た
も
の
の
、１４

市
中
３
番
目
に
比
率
が
低
く
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
等
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
実
質
公
債
費
比
率
等
の
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
い
ず
れ
も
健

全
な
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
、
こ
の
指

数
の
動
向
に
は
十
分
留
意
し
て
、
財
政

運
営
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

第
１０
次
市
勢
発
展
長
期
計
画
の
３
年

目
に
当
た
り
、
各
施
策
と
も
適
正
か
つ

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
、

今
後
も
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
な

ど
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
や
地
域
主

権
改
革
が
進
む
中
で
、
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
市
民
の
行
政
需
要
に
的
確
に
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

井
田
市
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
市
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
市
政

運
営
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
的
確
な

判
断
と
迅
速
な
る
行
動
、
そ
し
て
確
固

た
る
信
念
と
責
任
感
を
持
っ
て
、
最
善

の
意
思
決
定
を
行
い
、
な
お
一
層
の
発

展
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

　

執
行
部
の
努
力
に
対
し
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
議
員
各
位
の
理
解
と
賛
同
を

お
願
い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。
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